
究
の
成
果
で
あ
る
「
大
学
叢
」
を
、

問
・
思
想
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

（
１
）

香
川
修
庵
が
「
儒
医
一
本
論
」
を
提
唱
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
修
庵
に
関
す
る
主
要
な
研
究
と
し
て
は
、
山
田
光
胤
氏
の
「
医

（
ワ
】
）

の
根
本
基
盤
を
儒
に
お
く
」
と
す
る
儒
医
一
本
宗
へ
の
理
解
、
優
れ
た
精
神
病
学
書
と
し
て
の
「
一
本
堂
行
余
医
言
」
評
価
。
大
塚
恭
男
氏

（
３
）

の
『
東
洋
洛
語
」
に
依
拠
し
た
古
方
派
の
大
家
後
藤
艮
山
・
香
川
修
庵
・
山
脇
東
洋
の
三
人
を
め
ぐ
る
評
価
。
竜
野
一
雄
氏
の
亘
本
堂
薬

（
４
）

選
」
と
そ
の
批
判
書
で
あ
る
戸
田
旭
山
の
「
非
薬
選
」
を
め
ぐ
る
分
析
。
難
波
恒
雄
氏
の
修
庵
関
係
文
献
を
網
羅
し
た
基
礎
的
研
究
。
他
に

（
Ｐ
３
）
（
ハ
ｂ
）

修
庵
門
人
で
近
世
後
期
の
読
本
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
都
賀
庭
鐘
を
め
ぐ
る
森
銑
三
・
中
村
幸
彦
等
の
研
究
の
中
で
、
修
庵
に
言
及
す
る
箇

所
が
あ
る
。

／
瓦
／

し
力
し は

じ
め
に

香
川
修
庵
の
「
儒
医
一
本
」
の
儒
に
つ
い
て

「
儒
医
一
本
」
と
い
う
修
庵
の
「
儒
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
い
ま
だ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
修
庵
の
「
大
学
」
研

（
再
ｉ
）

』
あ
る
「
大
学
叢
」
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
『
大
学
』
注
釈
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
彼
の
儒
学
に
基
礎
を
置
く
学

Ｉ
「
大
学
叢
」
を
中
心
と
し
て
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
十
年
三
月
二
十
日
発
行

町

平
成
九
年
七
月
十
八
日
受
付

平
成
九
年
八
月
十
五
日
受
理

泉
寿
郎

(49）49



修
庵
の
生
誕
前
後
か
ら
幼
年
期
は
、
い
わ
ゆ
る
元
禄
文
化
の
開
花
し
た
時
代
で
あ
る
。
西
鶴
は
師
西
山
宗
因
の
死
を
機
に
、
天
和
二
年
に

処
女
散
文
『
好
色
一
代
男
」
を
出
版
し
て
い
る
。
続
く
貞
享
年
間
に
は
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
中
国
唐
代
の
暦
法
宣
明
暦
に
か
わ
っ
て
、
渋

川
春
海
の
暦
法
、
い
わ
ゆ
る
貞
享
暦
が
採
用
さ
れ
た
。
松
尾
芭
蕉
は
漂
泊
の
旅
に
志
し
な
が
ら
、
晩
年
の
俳
譜
世
界
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
。

上
方
に
和
事
の
坂
田
藤
十
郎
、
江
戸
に
荒
事
の
初
世
市
川
団
十
郎
が
出
て
歌
舞
伎
が
隆
盛
を
迎
え
た
の
も
、
ほ
ぼ
こ
の
時
期
で
あ
る
。
学
問

界
で
は
儒
学
に
お
け
る
伊
藤
仁
斎
と
和
学
に
お
け
る
契
沖
が
、
近
世
前
期
を
代
表
す
る
到
達
度
を
示
し
た
。
以
上
は
主
と
し
て
上
方
の
町
衆

た
ち
が
担
っ
た
文
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
修
庵
が
学
問
の
基
礎
を
形
成
し
た
時
の
環
境
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
町
人
文
化
の
一
方
で
、
江
戸
で
は
元
禄
四
二
六
九
一
）
年
に
、
上
野
忍
岡
の
林
家
私
邸
の
孔
子
廟
を
神
田
台
に
移
転
し
、
朱
子

名
な
事
件
で
あ
る
。

ま
ず
香
川
修
庵
が
生
き
た
時
代
の
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

徳
川
幕
府
の
、
中
央
集
権
的
封
建
体
制
と
評
さ
れ
る
支
配
機
構
の
法
的
整
備
は
、
一
六
三
○
’
四
○
年
に
ほ
ぼ
完
成
を
見
た
。
安
定
的
社

会
の
枠
組
の
も
と
、
一
六
四
○
’
五
○
年
代
に
な
る
と
、
勧
農
と
殖
産
を
基
本
と
す
る
経
済
的
発
展
が
促
進
し
、
貨
幣
経
済
浸
透
と
相
俟
っ

て
、
商
業
資
本
の
著
し
い
発
展
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
前
期
の
新
興
商
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
資
本
主
義
の
興
隆
は
、
万
治
・

寛
文
（
一
六
五
八
’
七
二
）
頃
を
極
盛
と
し
、
天
和
・
貞
享
二
六
八
一
’
八
七
）
の
頃
に
は
す
で
に
冷
却
期
を
迎
え
て
い
る
。

風
俗
・
文
化
の
面
で
も
近
世
ら
し
さ
が
現
わ
れ
始
め
て
お
り
、
三
都
の
遊
廓
の
整
備
や
野
郎
歌
舞
伎
の
興
行
、
六
方
組
や
旗
本
奴
な
ど
は

一
六
五
○
’
六
○
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
修
庵
の
生
ま
れ
た
天
和
三
二
六
八
三
）
年
は
、
三
月
二
十
九
日
に
江
戸
で
八
百
屋
の
娘

お
七
が
吉
三
郎
に
懸
想
し
た
末
の
放
火
事
件
の
結
果
、
火
刑
に
処
さ
れ
た
。
九
月
二
十
三
日
に
は
京
都
で
大
経
師
の
妻
お
さ
ん
が
手
代
茂
兵

衛
と
密
通
の
件
で
礫
刑
に
処
さ
れ
た
。
と
も
に
井
原
西
鶴
の
「
好
色
五
人
女
」
や
近
松
門
左
衛
門
の
『
大
経
師
昔
暦
」
に
脚
色
さ
れ
た
、
著

一
、
社
会
的
背
景
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学
を
教
学
と
し
て
奉
ず
る
公
的
機
関
「
湯
島
聖
堂
」
が
作
ら
れ
た
。
将
軍
綱
吉
の
朱
子
学
的
儒
教
偏
重
を
反
影
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
西
鶴
や
芭
蕉
の
文
芸
、
藤
十
郎
や
団
十
郎
の
演
劇
、
仁
斎
や
契
沖
の
学
問
は
、
質
的
優
位
は
と
も
か
く
と
し
て
、
当
時
に
お
い
て
決

し
て
公
的
な
権
威
を
保
証
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
権
威
は
別
に
あ
っ
た
こ
と
も
念
頭
に
お
く
べ
き
で
あ
る
。

修
庵
が
京
都
堀
川
の
伊
藤
仁
斎
の
家
塾
古
義
堂
に
入
門
し
た
の
は
元
禄
十
三
（
一
七
○
○
）
年
、
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
す
で
に
元
禄
九
年

に
は
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
に
よ
る
貨
幣
改
鋳
が
、
幕
府
財
政
逼
迫
を
救
う
べ
く
、
強
引
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
結
果
は
物
価
騰
貴
を
も
た
ら

し
て
失
敗
に
終
っ
た
。
元
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
に
は
例
の
浅
野
内
匠
頭
の
殿
中
刀
傷
事
件
が
お
こ
り
、
翌
年
十
二
月
十
四
日
の
浪
士
討
入

へ
と
つ
な
が
る
。
こ
の
仇
討
事
件
も
、
幕
藩
体
制
確
立
に
と
も
な
う
社
会
規
範
と
し
て
の
「
公
」
の
論
理
と
、
も
は
や
戦
場
で
戦
う
こ
と
な

く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
た
武
士
の
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
内
的
な
倫
理
の
自
立
を
追
う
「
私
」
の
論
理
と
の
相
克
を
、
そ
の
背
景
に
は
ら
ん
で

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
禄
の
時
代
は
、
幕
藩
体
制
の
確
立
と
社
会
の
安
定
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
繁
栄
の
時
代
と
い
う
側
面
と

と
も
に
、
そ
の
社
会
体
制
が
持
つ
内
部
的
予
盾
が
表
面
化
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

修
庵
の
壮
年
時
代
は
、
前
代
に
露
呈
し
た
社
会
体
制
の
危
機
的
状
況
を
再
建
す
べ
く
、
将
軍
吉
宗
の
指
導
力
の
も
と
諸
改
革
が
実
施
さ
れ

た
、
享
保
時
代
に
相
当
す
る
。
近
世
文
学
史
で
は
従
来
こ
の
時
代
は
暗
黒
時
代
と
さ
れ
る
。
そ
の
是
非
は
と
も
あ
れ
、
確
か
に
文
芸
よ
り
も
、

新
井
白
石
・
石
田
梅
岩
・
青
木
昆
陽
・
荻
生
祖
棟
・
賀
茂
真
淵
等
の
学
者
の
活
動
が
目
立
つ
。
修
庵
の
主
著
の
一
つ
亘
本
堂
薬
選
」
が
出

版
さ
れ
た
享
保
十
六
二
七
三
一
）
年
は
、
清
朝
の
画
家
沈
南
蘋
が
長
崎
に
来
航
し
、
以
後
二
年
間
の
滞
在
を
通
し
て
、
江
戸
後
期
の
絵
画
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
年
で
も
あ
る
。
祖
侠
の
高
弟
山
井
崖
帯
の
畢
生
の
労
作
「
七
経
孟
子
考
文
」
が
出
版
さ
れ
、
中
国
に

輸
出
さ
れ
て
、
清
朝
の
考
証
学
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
の
も
、
享
保
十
六
年
を
あ
ま
り
下
ら
な
い
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
吉
宗

が
但
侠
に
訳
せ
し
め
た
中
国
の
通
俗
道
徳
書
『
六
諭
術
義
」
の
こ
と
や
、
吉
宗
に
よ
る
『
古
今
図
書
集
成
」
舶
載
発
注
や
、
洋
書
の
輸
入
緩

和
等
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
外
国
と
の
文
物
の
交
流
が
文
化
現
象
の
上
で
良
い
刺
激
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
殊
に
実
学
重
視
の
吉
宗
の
治

下
、
医
学
は
後
の
発
展
に
つ
な
が
る
所
産
が
あ
っ
た
。
『
幕
府
書
物
方
日
記
」
を
繕
け
ば
、
こ
の
時
期
い
か
に
多
量
の
医
書
が
紅
葉
山
文
庫
か
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ら
借
り
出
さ
れ
、
幕
府
医
官
た
ち
に
よ
っ
て
校
訂
作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
名
な
事
績
と
し
て
は
「
和
剤
局
方
」

の
校
刻
が
上
げ
ら
れ
る
。
江
戸
後
期
に
興
隆
す
る
考
証
医
学
は
、
す
で
に
こ
こ
に
胚
胎
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
学
問

的
事
績
と
は
異
な
る
が
、
小
川
笙
船
の
建
議
に
よ
る
江
戸
小
石
川
の
、
庶
民
の
た
め
の
施
薬
院
設
立
も
、
こ
の
時
期
の
特
記
事
項
で
あ
る
。

修
庵
は
、
六
十
歳
を
迎
え
た
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
と
七
十
歳
を
迎
え
た
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
に
、
祝
賀
の
筵
を
催
し
て
い
る
。
晩

（
８
）

年
の
修
庵
は
、
例
え
ば
十
五
歳
年
少
の
幕
府
医
官
望
月
三
英
が
「
鹿
門
随
筆
」
の
中
で
「
近
年
堀
川
よ
り
出
て
学
医
香
川
修
庵
太
仲
一
本
堂

薬
選
と
云
を
著
是
人
開
關
以
来
の
本
の
学
文
を
し
て
文
も
有
勝
れ
た
る
人
な
り
」
と
評
す
る
ご
と
く
、
大
儒
仁
斎
の
直
門
で
、
古
方
派
の
祖

後
藤
艮
山
に
医
を
学
び
、
そ
の
学
医
の
名
声
は
嚇
々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
六
十
歳
・
七
十
歳
の
寿
筵
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
宴
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
記
念
詩
文
集
『
奉
膓
篇
」
『
家
蔵
喜
事
」
に
漢
詩
文
や
和
歌
を
寄
せ
た
多
彩
な
顔
ぶ
れ
か
ら
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

修
庵
六
十
歳
の
寛
保
二
年
は
依
然
と
し
て
吉
宗
の
治
世
で
あ
る
・
吉
宗
の
二
男
田
安
宗
武
に
仕
え
た
荷
田
在
満
が
宗
武
の
命
に
よ
っ
て
「
国

歌
八
論
』
を
著
し
、
和
歌
を
個
人
的
な
慰
み
の
具
と
把
え
た
文
学
論
を
展
開
し
た
の
に
対
し
、
そ
れ
に
懐
ら
ぬ
宗
武
が
和
歌
に
儒
教
流
の
政

治
的
道
徳
的
意
義
を
担
わ
せ
た
『
国
歌
八
論
余
言
』
と
い
う
批
判
言
を
著
し
、
さ
ら
に
賀
茂
真
淵
に
意
見
を
徴
し
て
真
淵
の
『
国
歌
八
論
余

言
拾
遺
」
を
生
む
に
到
っ
た
。
こ
の
一
連
の
論
争
が
展
開
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
年
の
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
に
対

す
る
見
解
の
相
違
と
い
う
以
上
に
、
国
学
の
思
想
運
動
へ
の
傾
斜
と
い
う
質
的
変
貌
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

続
く
時
期
、
修
庵
の
門
人
都
賀
庭
鐘
が
白
話
小
説
の
翻
案
小
説
集
『
英
草
紙
」
（
一
七
四
九
）
を
出
版
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
政
治

で
は
、
長
か
っ
た
吉
宗
の
治
世
が
終
わ
り
、
諸
改
革
に
さ
し
た
る
成
果
を
見
な
い
ま
ま
、
暗
愚
の
将
軍
家
菫
の
治
世
を
迎
え
、
側
近
大
岡
忠

光
が
次
第
に
力
を
持
ち
は
じ
め
る
時
期
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
延
享
・
寛
延
・
宝
暦
の
時
代
は
、
今
日
で
も
頻
繁
に
上
演
さ
れ
る
「
菅
原
伝
授

手
習
鑑
』
「
義
経
千
本
桜
』
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
雪
谷
轍
軍
記
』
等
の
名
作
狂
言
が
初
演
さ
れ
て
い
る
。

修
庵
七
十
歳
の
宝
暦
二
年
に
は
、
二
十
三
歳
の
本
居
栄
貞
（
宝
暦
五
年
に
宣
長
と
改
名
）
が
伊
勢
松
坂
か
ら
上
京
し
、
堀
景
山
に
儒
を
、
堀

元
厚
に
医
を
学
び
始
め
て
い
る
。
景
山
は
林
羅
山
の
高
弟
堀
杏
庵
を
祖
と
し
、
代
々
広
島
藩
儒
を
勤
め
る
家
柄
で
あ
り
、
朱
子
学
派
を
標
傍

(52） 52



す
る
秀
ら
、
荻
生
但
侠
に
傾
倒
し
、
交
渉
の
深
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
修
庵
は
堀
景
山
や
讓
園
の
高
弟
た
ち
と
ほ
ぼ
同
世
代
で
あ
る
。
太
宰

春
台
は
す
で
に
延
享
四
二
七
四
七
）
年
に
没
し
、
山
県
周
南
は
病
篤
い
身
を
押
し
て
こ
の
春
、
萩
か
ら
上
京
し
、
修
庵
の
診
察
を
う
け
て
い

た
。
服
部
南
郭
は
同
年
の
七
十
歳
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
古
文
辞
学
派
は
浸
透
普
及
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
極
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。

宝
暦
二
年
正
月
四
日
に
は
本
草
家
丹
羽
正
伯
が
没
し
た
。
か
わ
っ
て
平
賀
源
内
の
活
躍
が
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
山
県

大
弐
の
宝
暦
事
件
に
代
表
さ
れ
る
ご
と
く
尊
皇
思
想
が
高
揚
し
は
じ
め
て
い
る
。
江
戸
後
期
へ
と
つ
な
が
る
諸
状
況
が
出
揃
っ
た
時
期
と
把

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
香
川
修
庵
が
生
き
た
時
代
の
社
会
・
文
化
的
背
景
を
概
観
し
た
。
次
に
近
世
前
期
の
儒
学
思
想
史
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

近
世
の
儒
学
は
藤
原
猩
窩
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
る
。
猩
窩
は
藤
原
定
家
を
祖
と
す
る
歌
道
の
名
門
冷
泉
為
純
の
子
で
、
父
の
死
後
、
十

八
歳
で
相
国
寺
の
僧
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
歴
を
持
ち
、
和
・
漢
・
儒
・
仏
・
道
の
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
慢
窩
が
、
豊
臣
秀

吉
の
朝
鮮
出
兵
の
際
の
捕
虜
姜
坑
と
親
交
を
結
び
、
姜
坑
を
通
し
て
朝
鮮
の
朱
子
学
者
李
退
渓
の
著
書
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅
を
棄
て

て
朱
子
学
に
転
向
し
た
こ
と
は
、
中
世
以
来
、
五
山
僧
等
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
儒
学
が
、
仏
教
か
ら
独
立
し
独
自
の
発
展
を
遂
げ
る
こ

と
に
な
る
、
来
る
べ
き
近
世
思
想
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

朱
子
学
は
元
来
、
南
宋
の
朱
喜
が
、
北
宋
以
来
の
周
嫌
渓
・
張
横
渠
・
程
明
道
・
程
伊
川
等
の
思
想
を
発
展
継
承
し
て
大
成
し
た
、
新
し

い
儒
学
思
想
で
あ
る
。
こ
の
新
儒
学
成
立
の
背
景
に
は
、
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
の
華
厳
・
禅
な
ど
の
、
壮
大
な
理
論
大
系
と
実
践
的
精

神
を
併
せ
持
つ
仏
教
の
興
隆
に
対
す
る
、
儒
教
側
の
巻
き
返
し
と
い
う
構
図
が
あ
る
。
従
来
の
訓
話
注
釈
を
主
と
す
る
儒
学
で
は
思
想
の
思

弁
性
の
点
で
仏
教
に
対
抗
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
宋
代
の
儒
教
鼓
吹
者
は
論
敵
で
あ
る
仏
教
の
思
想
大
系
と
し
て
の
優
秀
性
を
吸
収
し
て
自

ら
の
思
想
を
刷
新
し
つ
つ
、
仏
教
批
判
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
宋
代
の
儒
学
思
想
の
到
達
点
で
あ
る
朱
子
学
は
、
従
来
の
儒
学
と

一
、
近
世
前
期
の
儒
学
思
想
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羅
山
の
儒
学
は
、
彪
大
な
漢
籍
へ
の
加
点
や
諺
解
本
の
刊
行
、
幕
命
に
よ
る
史
書
編
纂
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
社
会
の
草
創
期
に
ふ
さ
わ

し
い
業
績
で
あ
り
、
質
的
な
独
創
性
よ
り
も
量
的
な
網
羅
性
を
特
色
と
す
る
。

藤
原
怪
窩
と
そ
の
門
人
林
羅
山
・
松
永
尺
五
・
那
波
活
所
等
が
新
し
い
儒
学
を
習
得
し
て
い
た
時
期
は
、
江
戸
幕
府
の
草
創
期
に
重
な
る
。

徳
川
家
康
は
こ
の
旧
勢
力
と
か
か
わ
り
を
持
た
な
い
現
世
的
な
思
想
に
興
味
を
持
ち
、
た
び
た
び
慢
窩
・
羅
山
に
講
書
さ
せ
、
羅
山
を
召
し

抱
え
た
。
朱
子
学
が
幕
藩
体
制
擁
護
の
た
め
の
最
善
の
思
想
で
あ
る
と
の
確
信
が
あ
っ
て
登
用
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
羅
山
の
驚
異
的
な
博

覧
多
識
が
重
宝
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
に
朱
子
学
官
学
化
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
初
期
の
思
想
を
代
表
す
る
も
の
は
朱
子
学
よ
り
も
む
し
ろ
「
神
儒
仏
」
三
教
一
致
思
想
で
あ
ろ
う
。
羅
山
は
僧
を
嫌
っ
て
儒
者

に
転
向
し
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
排
仏
諭
が
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、
幕
府
の
宗
教
・
思
想
政
策
は
、
寺
院
を
人
民
掌
握
の
た
め
の
組
織

と
し
て
活
用
し
、
宗
教
的
生
命
を
奪
い
つ
つ
、
体
制
翼
賛
の
限
り
に
お
い
て
は
こ
れ
を
厚
く
庇
護
し
た
。
神
道
は
中
世
的
な
仏
教
と
の
習
合

か
ら
近
世
的
な
儒
教
と
の
習
合
に
変
貌
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
制
に
即
応
し
て
勢
力
を
保
っ
た
。
幕
府
は
三
教
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
わ

せ
、
儒
の
専
横
を
許
し
て
い
な
い
。

は
全
く
異
な
る
、
宇
宙
論
・
人
性
論
・
歴
史
観
を
包
接
す
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
、
そ
れ
ら
が
「
理
気
二
元
論
」
に
よ
っ
て
整
然
と
統
合

さ
れ
る
体
系
性
を
有
す
る
思
想
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
儒
学
で
あ
る
以
上
、
朱
子
学
も
ま
た
経
害
の
注
釈
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
従
っ
て
思
想

を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
古
典
の
新
解
釈
作
業
の
中
で
、
最
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
「
大
学
」
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
朱
臺
の
説
く
「
理
」
は
「
物
理
で
あ
る
と
同
時
に
道
理
で
あ
り
」
、
自
然
法
則
が
道
徳
規
範
と
連
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
想
の
大
系

性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。
朱
喜
は
こ
の
思
想
の
枠
組
み
を
『
大
学
』
か
ら
得
た
。
そ
の
「
大
学
」
解
釈
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。
こ
の
朱

子
学
に
お
け
る
「
理
」
の
両
義
性
の
同
一
視
に
、
構
造
的
暖
昧
・
不
正
確
を
見
た
の
が
、
明
の
王
陽
明
で
あ
り
、
日
本
の
古
学
派
で
あ
っ
た
。

朱
子
学
の
日
本
へ
の
伝
来
は
十
三
世
紀
に
遡
り
得
、
公
家
や
僧
侶
に
よ
っ
て
学
習
さ
れ
、
次
第
に
地
方
へ
も
伝
播
し
て
ゆ
き
、
近
世
期
を

迎
え
る
。
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独
自
性
は
羅
山
よ
り
二
十
五
歳
年
少
の
中
江
藤
樹
を
俟
た
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
藤
樹
は
日
本
陽
明
学
の
祖
と
言
わ
れ
る
が
、
独
学
に

よ
る
彼
の
学
問
は
神
道
・
仏
教
・
道
教
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
独
特
な
も
の
で
あ
り
、
陽
明
学
説
と
し
て
の
特
異
性
は
、
藤
樹
が
自
己
の
問

題
を
陽
明
学
の
場
で
自
発
的
に
問
う
た
こ
と
の
証
し
と
言
え
る
。

朱
子
学
の
本
格
的
な
受
容
と
解
釈
で
は
、
藤
樹
よ
り
十
歳
年
少
の
山
崎
闇
斎
が
貢
献
し
た
。
闇
斎
は
土
佐
に
伝
わ
っ
た
朱
子
学
、
南
学
の

系
譜
を
ひ
き
、
朱
子
学
の
主
要
テ
キ
ス
ト
の
精
読
と
「
持
敬
」
と
い
う
内
的
修
養
を
通
し
て
、
朱
子
学
の
正
確
な
祖
述
と
体
認
を
め
ざ
し
た
。

開
斎
の
朱
子
学
理
解
は
、
朱
子
学
本
来
の
思
想
と
し
て
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
失
い
リ
ゴ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
た
が
、
そ
の
希
求
の
熾
烈
さ
が
多
く

の
傾
倒
者
を
生
み
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
多
大
な
影
響
力
を
保
っ
た
。

伊
藤
仁
斎
は
闇
斎
よ
り
九
歳
、
藤
樹
よ
り
十
九
歳
、
羅
山
よ
り
四
十
四
歳
、
年
少
で
あ
る
。
彼
は
京
都
の
上
層
町
衆
の
家
に
生
ま
れ
、
幼

少
よ
り
学
問
を
好
み
、
朱
子
学
に
専
心
し
た
。
京
都
に
は
藤
原
猩
窩
と
そ
の
門
人
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
朱
子
学
、
京
学
の
伝
統
が
あ
っ
た
。

仁
斎
幼
少
期
の
家
蔵
の
儒
書
も
「
四
書
集
注
』
『
朱
子
語
類
」
『
近
思
録
」
「
性
理
大
全
」
等
に
限
ら
れ
て
い
た
。
仁
斎
は
当
然
の
ご
と
く
朱
子

学
に
潜
心
し
、
そ
し
て
挫
折
し
た
。
十
一
歳
の
時
初
め
て
「
大
学
」
の
句
読
を
授
け
ら
れ
て
感
激
し
、
十
五
・
六
歳
の
時
、
宋
学
に
志
し
、

十
九
歳
で
『
延
平
答
問
」
を
熟
読
し
、
二
十
七
・
八
歳
で
そ
の
大
旨
に
通
じ
た
。
し
か
し
二
十
九
歳
の
時
、
病
い
に
罹
り
、
以
後
十
年
足
ら

（
９
）

ず
の
孤
独
な
隠
棲
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
嗣
子
束
涯
の
「
先
府
君
古
学
先
生
行
状
」
は
そ
の
頃
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

時
に
「
心
学
原
諭
」
「
大
極
論
」
「
性
善
論
」
を
著
す
。
皆
二
十
八
・
九
歳
の
間
に
在
り
。
其
の
居
る
所
、
自
ら
「
誠
修
」
の
二
字
を
掲

げ
て
以
て
自
ら
警
し
む
。
俄
か
に
し
て
扇
疾
に
罹
り
、
驚
悸
し
て
寧
か
ら
ざ
る
こ
と
殆
ん
ど
十
年
所
。
首
を
傭
し
几
に
傍
ひ
、
門
庭
を

出
で
ず
。
左
近
の
里
人
、
多
く
面
を
識
ら
ず
。

仁
斎
の
陥
っ
た
精
神
的
危
機
の
さ
ま
が
髻
髭
と
す
る
。
回
生
の
た
め
に
禅
や
陽
明
学
も
試
る
が
失
敗
に
終
わ
る
。
全
霊
を
傾
け
て
朱
子
学

を
修
得
し
た
結
果
健
康
を
損
ね
た
仁
斎
は
、
朱
子
学
自
体
に
疑
問
を
抱
く
。
そ
し
て
後
世
の
注
釈
に
よ
ら
ず
ひ
た
す
ら
に
「
論
語
」
に
沈
潜

す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
性
情
を
尊
重
す
る
独
自
の
「
仁
」
の
思
想
に
到
達
す
る
。
近
世
と
い
う
人
間
中
心
の
現
世
的
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周
知
の
よ
う
に
『
大
学
」
は
本
来
、
「
礼
記
」
中
の
一
篇
で
あ
っ
た
が
、
北
宋
の
程
明
道
・
程
伊
川
が
錯
簡
・
脱
文
の
あ
る
こ
と
を
首
唱
し

て
、
各
々
改
定
本
を
作
り
、
そ
の
後
を
う
け
て
南
宋
の
朱
喜
が
同
じ
く
『
礼
記
」
中
の
一
篇
で
あ
る
「
中
庸
」
と
共
に
尊
重
し
て
『
論
語
」

『
孟
子
』
と
併
せ
て
「
四
書
」
と
称
し
、
改
定
本
と
注
釈
か
ら
な
る
「
大
学
章
句
」
を
作
っ
た
。
そ
の
後
も
錯
簡
・
脱
文
に
関
す
る
議
論
は

や
ま
ず
、
数
十
種
類
に
の
ぼ
る
各
人
各
説
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
宋
明
の
学
問
世
界
に
お
け
る
『
大
学
」
の
意
義
の
重
要
性
を
示
す
と
と
も

に
、
朱
喜
の
「
章
句
』
が
異
論
の
余
地
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
大
学
」
尊
重
に
対
し
て
異
を
唱
え
た
の

（
ｕ
）

が
修
庵
の
儒
学
の
師
、
伊
藤
仁
斎
で
あ
る
。
程
明
道
の
「
大
学
は
乃
ち
孔
子
の
遺
書
」
（
『
程
氏
遺
書
」
巻
二
上
）
に
対
し
て
、
「
大
学
は
孔
子
の

遺
書
に
非
ざ
る
の
弁
」
を
著
し
、
い
わ
ゆ
る
「
八
条
目
」
の
「
九
層
の
台
に
登
る
が
ご
と
き
」
管
々
し
さ
や
い
た
ず
ら
な
心
の
抑
制
が
、
「
論

語
」
『
孟
子
」
の
趣
旨
と
合
致
し
な
い
こ
と
等
を
、
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
『
大
学
」
作
者
に
つ
い
て
は
不
詳
と
し
な
が
ら
も
、
戦

な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
儒
学
思
想
で
あ
る
。
仁
斎
の
学
問
の
方
法
を
、
吉
川
幸
次
郎
は
清
朝
考
証
学
者
閻
若
應
に
比
べ
て
「
閻
氏
の
そ
れ
が
、

（
Ⅲ
）

よ
り
多
く
書
誌
学
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
仁
斎
は
専
ら
思
想
史
家
と
し
て
の
弁
別
で
あ
る
」
と
す
る
。
源
了
円
は
荻
生
祖
挾
の
「
こ
と
ば
に

つ
い
て
の
科
学
的
・
実
証
的
研
究
を
基
礎
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
古
文
辞
学
」
に
対
し
て
仁
斎
の
古
義
学
を
、
「
古
典
の
精
読
に
よ
っ
て
得

た
、
そ
の
古
典
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
人
間
に
つ
い
て
の
セ
ン
ス
、
広
い
意
味
で
の
哲
学
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
、
こ
れ
が
彼
の
文
献
学
的

研
究
の
基
礎
」
を
な
し
て
お
り
、
「
人
間
に
つ
い
て
の
感
覚
に
立
脚
し
た
一
種
の
哲
学
的
文
献
学
」
と
と
ら
え
、
そ
の
文
献
学
的
不
徹
底
を
認

（
Ⅲ
）

め
っ
っ
も
、
「
仁
斎
的
な
人
間
に
つ
い
て
の
感
受
性
を
失
っ
た
科
学
的
文
献
学
の
科
学
性
も
は
な
は
だ
い
か
が
わ
し
い
」
と
評
し
て
い
る
。
仁

斎
学
は
や
が
て
言
語
・
文
献
の
歴
史
性
に
関
し
て
よ
り
自
覚
的
な
祖
侠
学
に
よ
っ
て
、
方
法
論
の
徹
底
性
に
お
い
て
凌
駕
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
朱
子
学
的
価
値
大
系
か
ら
経
書
を
解
放
し
た
功
績
は
、
や
は
り
非
常
に
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
を
も
っ
て
香
川
修
庵
の
「
大
学
叢
」
を
分
析
す
る
に
当
っ
て
の
準
備
が
で
き
た
こ
と
と
し
、
以
下
具
体
的
に
言
及
し
て
ゆ
き
た
い
。

三
、
『
大
学
叢
」
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『
大
学
叢
』
は
次
に
あ
げ
る
十

諸
本
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

国
時
代
の
諸
子
、
例
え
ば
告
子
の
一
派
な
ど
を
想
定
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
後
年
、
仁
斎
は
門
人
の
求
め
に
応
じ
て
、
数
節
を
移
動
さ

せ
、
自
説
を
付
し
、
「
大
学
定
本
』
を
作
っ
た
。
修
庵
の
『
大
学
」
研
究
は
こ
の
師
説
の
影
響
下
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
大
学
叢
』
は
次
に
あ
げ
る
十
種
類
の
『
大
学
」
の
テ
キ
ス
ト
と
修
庵
自
身
の
改
定
に
か
か
る
「
大
学
正
本
」
か
ら
成
る
。
修
庵
の
あ
げ
る

葛
氏
改
正
大
学
明
葛
寅
亮

伊
藤
氏
改
正
大
学
皇
和
伊
藤
維
禎

自
序
「
大
学
叢
引
」
の
日
付
が
「
享
保
己
酉
舂
二
月
朔
且
」
と
あ
る
の
で
、
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
春
、
修
庵
四
十
七
歳
の
頃
に
成
稿

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
自
ら
改
定
し
た
「
大
学
正
本
」
は
、
自
序
「
書
二
今
考
定
大
学
首
こ
の
日
付
「
正
徳
紀
元
冬
至
」
か
ら
、
正
徳

元
（
一
七
一
二
年
、
修
庵
二
十
九
歳
の
時
に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
大
学
叢
」
全
体
の
成
槁
よ
り
遡
る
こ
と
十
八
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

各
テ
キ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
表
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
朱
喜
の
『
大
学
章
句
」
の
経
伝
の
区
分
を
指
標
と
し
て
用

し］

た
、

古
本
大
学
漢
戴
聖

石
経
大
学
魏
虞
松

程
氏
改
正
大
学
宋
程
頴

程
氏
改
正
大
学
宋
程
頤

朱
氏
改
正
大
学
未
朱
喜

方
氏
改
正
大
学
明
方
孝
儒

張
氏
改
正
大
学
明
張
鼎
思

管
氏
改
正
大
学
明
管
志
道 ●

『 戴
徳

録
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｢大学」諸本配列表（漢数字は経文、ローマ数字は伝文、算用数字は

伝文各章内の節数を示す）

古本

石経

程頴

程頤

朱喜

方 孝儒

張鼎思

管志道

葛寅亮

伊藤仁斎

香川修庵

一～七VVIIII4，51111111～31VⅧ～X

一四三1112二III11V4六七V五VIVIIl、2(異文)*VII3VIIIIXI

～3，5～8X1～3，14～17，4，6～9，5、12X1()、］l、13，20，21，19，

22，23、18、IX41111113～5

－～三IIIIII1～3四～七V～IXXl～41114，51VX5～23

－～七IVVI～Ⅱ11～3VI～Xl～41114，5Xll～18，5～10,19～23

－～七I ～ X

一四～七I～ⅡI二三1V～X

一四～七I～1I1三二1V～X

一四三Ⅲ2二III4、’六七IX41VV五V1VII(異文)*VIIIIXl、3，

2，5～8Xl～3，14～17，4，11，6，9，1()、5X12,13,22,23,19,

21,20、181111113，5

20，21，9、l()、19，23，22，12，13，V11～4V111，2VI4VIl3Vllll、2

1X4X17VⅢ31X1，3，6～8，5，9Xl、2，16，15，3，4、IX2、

Xl4、III5、4

＊伝文七章二節「食而不知其味」以下に『論語』顔淵篇の「顔淵間仁、子日、非礼勿視、非

礼勿聴、非礼勿言、非礼勿行」を挿入する。
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修
庵
の
説
は
一
見
、
先
人
の
い
ず
れ
と
も
似
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
経
文
を
一
・
二
章
と
そ
れ
以
外
に
分
け
る
配
列
は
仁
斎

の
創
説
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
修
庵
の
説
は
仁
斎
の
延
長
上
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
配
列
表
示
の
繁
簡
を
分
け
て
い
る
も
の

は
、
多
節
か
ら
な
る
伝
文
九
・
十
章
内
の
節
の
あ
つ
か
い
方
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
修
庵
の
説
は
、
一
石
経
大
学
』
お
よ
び
こ
れ
に
従
う
と
こ

ろ
の
多
い
明
の
管
志
道
の
『
大
学
測
義
』
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
言
う
魏
の
虞
松
等
に
よ
る
『
石
経
大
学
」
は
、
今
日
で

は
後
代
の
偽
耆
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
管
志
道
の
『
大
学
」
解
釈
に
つ
い
て
は
仁
斎
が
『
大
学
定
本
」
巻
末
に
「
先
儒
二
程
氏
・

朱
氏
、
明
鄭
媛
・
管
志
道
等
諸
儒
、
皆
有
改
本
、
今
不
暇
論
」
と
識
語
し
て
お
り
、
ま
た
内
閣
文
庫
に
江
戸
初
期
写
と
さ
れ
る
、
管
志
道
の

「
古
本
大
学
弁
義
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
幾
許
か
の
流
通
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

仁
斎
が
経
文
一
・
二
と
三
以
下
を
分
け
た
の
は
、
三
の
「
物
有
本
未
、
事
有
終
始
、
知
所
先
後
、
則
近
道
芙
」
を
、
朱
喜
が
一
の
「
大
学

之
道
、
在
明
明
徳
、
在
新
民
、
在
止
於
至
善
」
と
関
連
づ
け
て
「
本
」
を
「
明
徳
」
と
し
「
末
」
を
「
新
民
」
と
し
て
解
釈
し
た
の
に
対
し

て
、
三
を
四
以
下
と
結
び
つ
け
て
、
「
物
有
本
未
」
の
「
物
」
を
「
格
物
」
の
「
物
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
「
格
物
」
は
朱
喜
に
あ
っ
て

は
万
物
に
遍
在
す
る
理
を
窮
め
尽
く
す
の
意
味
で
あ
り
、
こ
う
し
た
窮
理
に
よ
っ
て
初
め
て
「
修
身
」
が
成
立
す
る
と
説
く
の
で
あ
る
が
、

仁
斎
に
あ
っ
て
は
「
格
物
」
と
は
「
誠
意
Ⅱ
本
」
か
ら
「
平
天
下
Ⅱ
未
」
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
が
先
後
の
つ
い
で
宜
し
き
を
得
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
「
明
徳
」
を
朱
喜
は
万
人
具
有
の
「
虚
霊
不
味
」
と
説
き
、
仁
斎
は
「
聖
人
の
徳
、
光
輝
発
越
し
て
幽
隠
の
地
・
暹
陳
の
遠
き

に
至
る
ま
で
照
ら
さ
ざ
る
と
こ
ろ
な
き
を
謂
ふ
」
と
注
す
る
。

修
庵
の
『
大
学
」
解
釈
は
、
大
枠
に
お
い
て
仁
斎
の
こ
う
し
た
見
解
を
う
け
つ
ぎ
、
妾
ら
「
石
経
」
や
管
志
道
の
説
を
参
看
し
て
形
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
正
徳
元
年
の
時
点
で
一
端
自
説
が
纒
め
ら
れ
た
後
も
『
大
学
」
へ
の
関
心
を
維
持
し
て
諸
家
の
見
解
の
集
成
に
努
め
つ

つ
、
自
説
へ
の
自
己
批
判
も
怠
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

享
保
十
四
年
の
『
大
学
叢
」
成
槁
後
も
補
訂
作
業
は
更
に
続
け
ら
れ
て
い
た
。
「
大
学
」
は
修
庵
が
長
年
に
わ
た
っ
て
最
も
研
鐙
を
積
ん
だ

（
⑬
）

害
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
。
享
保
十
六
（
一
七
三
一
）
年
四
月
十
七
日
に
茂
松
渭
泉
（
古
義
堂
同
門
の
先
輩
か
）
に
宛
て
た
尺
犢
の
中
で
次
の
ょ
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承
れ
ば
義
子
公
遠
、
嘗
て
劣
姪
景
与
の
手
録
す
る
と
こ
ろ
の
「
大
学
正
本
」
及
び
「
大
学
叢
引
」
を
寄
せ
奉
る
と
。
来
諭
、
褒
奨
甚
だ

過
ぎ
た
り
。
蜥
槐
に
勝
へ
ず
。
（
中
略
）
僕
の
「
大
学
」
に
お
け
る
、
心
を
用
ふ
る
こ
と
尤
も
多
し
。
大
概
の
発
明
は
「
三
網
領
倒
説
」

「
格
物
即
徳
財
本
末
論
」
な
り
。
実
に
是
れ
作
者
の
原
旨
に
し
て
、
古
今
千
百
年
間
、
特
だ
に
王
道
・
大
学
億
の
論
を
明
ら
か
に
す
る

の
み
な
ら
ず
、
「
三
綱
」
も
梢
や
近
似
を
為
さ
ん
。
其
の
他
い
ま
だ
嘗
て
一
人
を
経
る
こ
と
有
ら
ざ
る
道
は
、
自
負
し
て
以
て
人
に
譲
ら

ず
と
為
す
。
毎
に
恨
む
、
仁
斎
先
生
在
り
し
日
、
此
の
事
に
論
及
す
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
。
も
し
先
生
を
し
て
こ
れ
を
間
か
し
む
れ
ば
、

必
ず
ま
さ
に
奮
然
と
し
て
こ
れ
に
改
従
す
べ
き
に
。
惜
し
む
べ
き
か
な
。
故
を
以
て
嘗
て
此
の
事
を
東
匡
道
兄
に
謀
る
。
其
の
初
め
は

猶
ほ
首
肯
せ
ざ
る
が
ご
と
き
も
、
後
に
は
則
ち
断
然
と
し
て
こ
れ
に
従
ひ
、
以
て
至
当
極
論
と
為
す
。
近
日
又
た
明
・
王
世
貞
が
改
章

説
を
得
て
、
亦
た
『
改
正
大
学
叢
」
を
作
り
、
凡
そ
十
二
本
と
為
る
。
唯
だ
鄭
瑳
本
を
得
ざ
る
を
以
て
憾
み
と
為
す
の
み
。
燗
し
得
る

と
こ
ろ
有
ら
ば
幸
ひ
に
恵
看
を
賜
へ
。

修
庵
の
「
大
学
」
解
釈
に
関
す
る
自
負
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
亡
き
師
仁
斎
も
自
分
の
説
を
知
れ
ば
こ
れ
に
従
い
改
め
た
で
あ
ろ
う

に
、
そ
れ
に
及
ば
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
仁
斎
の
長
子
東
涯
に
自
説
を
披
瀝
し
た
と
こ
ろ
、
初
め
は
父
の
説
を
紹
述
し

て
首
肯
し
な
か
っ
た
が
、
後
に
は
「
至
当
極
論
」
と
評
価
す
る
に
到
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
仁
斎
は
「
論
語
」
を
「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
之
害
」
と
し
て
尊
重
し
、
次
い
で
『
孟
子
」
を
『
論
語
」
理
解
の
た
め
の
「
脚

注
」
と
し
て
評
価
し
、
「
語
孟
」
と
併
称
し
た
。
こ
の
二
言
の
次
に
は
「
中
庸
」
を
後
半
に
寅
入
部
分
が
認
め
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
も
『
語
」

「
孟
」
の
思
想
に
合
致
し
た
子
思
の
作
で
あ
る
と
評
価
し
た
。
「
大
学
」
に
つ
い
て
は
前
述
の
ご
と
く
「
孔
子
の
遺
書
に
非
」
ず
と
し
て
、
一

段
低
い
評
価
を
下
し
た
。
修
庵
の
儒
学
も
「
一
本
の
道
の
建
立
す
る
と
こ
ろ
、
直
に
語
孟
に
根
拠
し
て
、
素
霊
に
従
は
ず
」
（
『
一
本
堂
薬
選
」

附
録
引
）
の
言
葉
の
ご
と
く
、
仁
斎
に
な
ら
っ
て
「
語
」
享
呈
を
最
重
要
視
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
大
学
」
へ
の
修
庵
の
関
心
の
深
さ
は
、

仁
斎
の
四
書
評
価
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
三
里
「
孟
」
「
中
庸
」
注
解
に
比
し
て
「
大
学
定
本
」
に
暇
理
あ
り
と
見
て
、
そ
れ
を
補
綴
す
る
意
味

う
に
一
言
っ
て
い
る
。
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を
ふ
ま
え
て
い
よ
う
。

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

②
そ
の
「
脩
身
」
以
往
（
斉
家
Ｉ
治
国
ｌ
平
天
下
）
は
乃
ち
古
先
聖
賢
の
常
に
列
言
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
れ
ど
も
「
誠
意
正
心
」
の
二

条
は
孔
孟
の
旨
と
貫
然
と
し
て
同
じ
か
ら
ず
。

こ
の
指
摘
も
す
で
に
仁
斎
に
あ
る
。
「
正
心
」
に
つ
い
て
は
、

夫
れ
学
の
次
為
る
、
「
語
」
「
孟
」
二
言
に
歴
々
切
実
と
し
て
其
の
多
き
に
勝
へ
ず
。
（
中
略
）
何
ぞ
こ
れ
に
仮
ら
ん
や
。

と
応
酬
し
、
『
大
学
』
が
孔
・
孟
の
思
想
と
相
異
な
る
点
と
し
て
次
の
三
点
を
あ
げ
る
。

①
孔
・
孟
の
道
は
も
と
易
き
に
在
り
邇
き
に
在
り
て
、
自
ら
「
大
学
』
の
学
為
る
、
階
級
条
段
・
架
屋
畳
床
の
甚
だ
煩
に
し
て
且
つ
迫
れ

修
庵
が
「
作
者
の
原
旨
」
と
自
負
し
た
「
三
綱
領
倒
説
」
「
格
物
即
徳
財
本
末
論
」
と
は
ど
の
よ
う
な
見
解
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
序

「
書
二
今
考
定
大
学
首
一
」
に
よ
っ
て
具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。
先
ず
『
大
学
」
の
評
価
を
確
認
し
て
お
け
ば

『
大
学
」
の
一
篇
は
も
と
こ
れ
『
戴
記
』
諸
篇
の
中
に
嵌
在
し
て
、
自
ら
聖
書
と
相
似
ざ
る
は
固
よ
り
な
り
。

と
聖
人
の
害
に
比
し
て
限
定
付
き
の
価
値
評
価
を
し
、
程
・
朱
が
『
大
学
』
を
壺
聖
「
孟
」
の
上
に
置
き
、
「
孔
門
、
学
を
成
す
の
次
第
」

と
重
要
視
す
る
の
に
反
対
し
て
、

こ
れ
は
仁
斎
の
「
大
学
非
孔
子
之
遣
書
弁
」
の

「
大
学
』
も
っ
て
人
の
道
に
進
む
、
九
層
の
台
に
登
る
が
ご
と
く
、
一
階
を
歴
、
又
一
階
を
歴
て
後
進
ん
で
台
上
に
至
る
と
す
る
か
。
（
中

略
）
あ
に
九
層
の
台
に
登
る
が
ご
と
き
こ
と
有
ら
ん
や
。

る
が
ご
と
く
な
ら
ざ
る
な
り
。

四
、

仁
斎
と
修
庵

ハ1
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意
の
字
も
亦
た
是
れ
必
ず
し
も
功
夫
を
用
ひ
ざ
る
字
。
按
ず
る
に
壼
聖
「
孟
』
「
中
庸
』
み
な
意
上
に
お
い
て
功
夫
を
用
う
る
を
説
か

ず
。
（
中
略
）
み
な
い
ま
だ
か
っ
て
「
意
を
誠
に
す
る
」
の
説
有
ら
ず
。
（
「
語
孟
字
義
』
「
意
」
第
二
条
）

と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
仁
斎
が
「
大
学
』
の
表
現
の
臺
聖
享
呈
「
中
庸
」
と
の
わ
ず
か
な
相
違
を
取
り
上
げ
て
こ
と
さ
ら
に
論
じ
て
い

る
の
は
、
「
大
学
」
の
表
現
自
身
へ
の
異
和
感
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
大
学
』
を
表
章
し
『
大
学
」
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
独
自
の
思
想

大
系
を
構
築
し
た
宋
学
の
思
想
傾
向
を
、
『
大
学
」
の
語
句
中
に
見
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
仁
斎
に
と
っ
て
「
語
孟
の
旨
」
と
は
、
『
大

学
」
の
ご
と
き
「
功
夫
急
促
」
な
こ
せ
こ
せ
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
気
象
盛
大
」
な
暢
び
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
『
大
学
」
が
徒
ら
に
感

情
の
抑
制
を
説
く
こ
と
を
批
判
し
て
、
孔
子
が
愛
弟
子
顔
回
を
喪
っ
て
度
を
失
っ
た
時
の
表
現
を
『
論
語
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
仁
斎
に

と
っ
て
「
道
」
と
は
日
常
の
豊
か
な
人
間
的
感
情
の
な
か
に
こ
そ
あ
る
も
の
で
あ
り
、
青
年
修
庵
が
老
師
仁
斎
か
ら
学
ん
だ
も
の
も
、
こ
う

と
っ
て
「
道
」
と
は
日
常
の
豊
か
な
人
申

し
た
日
常
性
の
重
視
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

③
そ
の
「
生
財
」
「
陥
利
」
の
語
は
即

「
誠
意
」
に
つ
い
て
は
、

③
そ
の
宝

を
得
ず
。

坐
ま
だ
冬 「

論
語
」
中
、
心
を
説
く
も
の
わ
づ
か
（
中
略
）
三
言
あ
る
の
み
。
し
か
れ
ど
も
皆
心
を
以
て
緊
要
と
せ
ず
。
孟
子
に
至
っ
て
多
く
心
を

説
く
。
し
か
れ
ど
も
亦
た
皆
仁
義
の
良
心
を
指
し
て
言
ふ
。
特
に
心
を
説
か
ず
。
（
中
略
）
凡
そ
仏
氏
及
び
諸
子
、
盛
ん
に
心
を
言
ふ
者
、

も
と
徳
の
貴
ぶ
べ
し
と
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
妄
意
に
杜
撰
す
る
の
み
。
孔
・
孟
の
旨
と
実
に
霄
壌
な
り
。
（
『
語
孟
字
義
」
「
心
」
第

一
条
）

正
心
の
二
字
、
又
「
孟
子
』
に
見
え
た
り
。
孟
子
の
（
中
略
）
い
は
ゆ
る
「
人
心
を
正
し
う
す
」
と
い
ふ
者
は
、
民
の
非
心
を
禁
じ
て
こ

れ
を
し
て
邪
説
暴
行
の
甚
だ
し
き
無
か
ら
し
む
る
を
謂
ふ
。
「
大
学
」
の
意
と
自
ら
異
な
り
。
（
「
大
学
非
孔
子
之
遺
害
弁
」
）

の
語
は
即
ち
戦
国
・
秦
・
漢
、
説
客
の
口
気
に
し
て
、
間
々
確
言
有
り
と
錐
も
、
亦
た
聖
人
の
旨
と
差
は
ざ
る
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身
」
と
解
す
る
。
更
に
こ
れ
を
《

を
「
知
止
子
至
善
」
と
解
す
る
（

修
庵
は
、
朱
喜
が
「
明
明
徳
」
を
「
本
」
と
な
し
て
思
弁
的
な
解
釈
を
施
し
た
の
を
念
頭
に
置
い
て
、
経
文
第
四
章
の
「
古
之
欲
明
明
徳

於
天
下
者
先
…
…
」
と
続
く
フ
レ
ー
ズ
の
中
で
六
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
「
先
」
の
字
を
と
り
あ
げ
て
、
も
し
従
来
の
説
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う

な
冗
漫
な
書
き
方
を
す
る
必
要
は
な
い
し
、
経
文
第
一
章
も
「
古
之
欲
止
子
至
善
者
、
先
新
民
、
欲
新
民
者
、
先
明
明
徳
」
と
言
く
は
ず
で

あ
り
、
従
来
の
「
本
末
」
の
解
釈
が
「
倒
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
こ
れ
が
「
三
綱
領
倒
説
」
で
あ
る
。
敢
え
て
文
勢

に
な
っ
て
い
る
。

修
庵
は
、
朱
一

於
天
下
者
先
・
…

一
方
、
「
物
有
本
未
」
と
「
格
物
」
を
連
関
さ
せ
た
仁
斎
の
説
を
う
け
て
、
さ
ら
に
伝
文
第
十
章
第
七
節
の
「
徳
者
本
也
、
財
者
末
也
」
を

導
入
し
て
、
「
物
」
の
「
本
」
を
「
徳
」
、
「
末
」
を
「
財
」
と
解
す
る
。
「
格
」
の
訓
も
仁
斎
に
従
っ
て
「
正
（
タ
ダ
ス
）
」
で
あ
る
。

そ
し
て
前
者
の
連
関
と
後
者
の
連
関
を
、
「
至
善
」
Ⅱ
「
本
」
Ⅱ
「
徳
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
貫
し
た
も
の
と
す
る
。
「
格
物
」
を

格
段
階
の
先
後
の
順
序
を
正
す
こ
と
と
解
し
て
、
「
物
」
を
「
明
明
徳
」
か
ら
「
致
知
」
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
配
す
る
が
ご
と
く
に
と
ら
え
た
仁

斎
の
発
想
か
ら
出
発
し
て
、
「
修
身
」
以
下
を
「
徳
」
と
し
、
以
上
を
「
財
」
と
と
ら
え
る
修
庵
の
見
解
は
、
よ
り
一
層
首
尾
一
貫
し
た
も
の

こ
れ
も
仁
斎
の
「
君
子
記
ぞ
財
を
生
ず
る
の
道
を
求
め
ん
や
」
「
け
だ
し
戦
国
の
間
、
陥
溺
の
久
し
き
、
人
み
な
利
を
悦
ぶ
。
し
こ
う
し
て
王

公
大
人
よ
り
も
っ
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
た
だ
利
の
み
こ
れ
聞
か
ん
こ
と
を
欲
す
」
（
「
大
学
非
孔
子
之
遺
書
弁
」
）
等
を
ふ
ま
え
る
も
の
で
あ
る

以
上
の
よ
う
に
、
修
庵
の
基
本
的
な
『
大
学
」
評
価
は
仁
斎
の
そ
れ
を
踏
襄
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
修
庵
の
創
見
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
経
文
第
一
章
の
「
明
徳
」
「
新
民
」
「
止
干
至
善
」
に
関
し
て
は
、
朱
臺
そ
の
他
の
「
明
明
徳
」

を
「
本
」
と
し
、
「
止
干
至
善
」
を
「
末
」
と
す
る
の
を
逆
転
さ
せ
、
「
止
干
至
善
」
Ⅱ
「
本
」
、
「
明
明
徳
」
Ⅱ
「
末
」
と
解
す
る
。
次
に
「
止

干
至
善
」
Ⅱ
「
本
」
を
、
経
文
第
六
章
の
「
自
天
子
以
至
於
庶
人
、
一
是
皆
以
修
身
為
本
」
の
「
本
」
と
関
連
づ
け
て
、
「
止
干
至
善
」
Ⅱ
「
修

身
」
と
解
す
る
。
更
に
こ
れ
を
経
文
第
四
章
の
「
明
明
徳
ｌ
治
国
ｌ
斉
家
ｌ
修
身
ｌ
正
心
ｌ
誠
意
ｌ
致
知
ｌ
格
物
」
と
関
連
づ
け
て
「
致
知
」

具
Ｉ
／
Ｏ
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実
は
仁
斎
は
こ
の
危
険
を
十
分
に
承
知
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
「
大
学
定
本
」
巻
末
識
語
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

右
『
大
学
正
本
」
一
冊
、
一
門
人
の
請
に
依
り
、
考
定
す
る
こ
と
か
く
の
ご
と
し
。
凡
そ
古
書
を
改
定
す
る
は
、
予
素
よ
り
喜
ば
ざ
る

と
こ
ろ
な
り
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
「
史
の
文
を
閾
く
」
は
古
人
慎
し
む
。
当
時
に
在
り
て
も
猶
ほ
そ
の
素
乱
を
定
む
る
に
難
し
。
況
ん

や
千
歳
の
久
し
き
、
竹
帛
の
伝
へ
る
と
こ
ろ
、
能
く
そ
の
行
文
意
脈
を
推
し
て
、
必
ず
し
も
錯
ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
。

し
か
し
「
錯
簡
あ
り
」
と
い
う
考
え
も
捨
て
切
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、
注
釈
に
お
い
て
自
説
を
十
分
に
展
開
し
つ
つ
、
章
節
の
移
動
は
比
較

的
『
大
学
章
句
」
に
近
い
『
大
学
定
本
』
が
で
き
あ
が
っ
た
。

一
篇
の
首
尾
を
合
理
的
に
解
釈
す
る
た
哩

窓
意
の
譲
り
を
免
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

を
無
視
し
た
よ
う
な
朱
喜
の
過
度
に
思
弁
的
な
解
釈
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
こ
れ
は
有
効
で
あ
り
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
「
明
明
徳
」

を
聖
人
の
徳
の
光
輝
発
揚
す
る
さ
ま
と
す
る
解
釈
は
す
で
に
仁
斎
に
あ
っ
た
か
ら
、
一
歩
踏
み
出
し
て
「
明
明
徳
」
Ⅱ
「
末
」
、
「
止
干
至
善
」

Ⅱ
「
本
」
と
明
言
し
た
と
こ
ろ
に
、
修
庵
の
創
見
が
存
す
る
と
言
え
よ
う
。

「
格
物
即
徳
財
本
末
論
」
に
つ
い
て
は
既
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
仁
斎
の
解
釈
で
は
経
文
一
・
二
と
三
以
下
の
関
連
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な

か
っ
た
の
を
、
首
尾
一
貫
さ
せ
た
説
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

上
記
の
ご
と
く
、
修
庵
は
伊
藤
仁
斎
の
見
解
を
十
分
に
消
化
し
た
上
で
、
自
説
を
う
ち
た
て
る
ほ
ど
に
「
大
学
」
に
通
暁
し
て
お
り
、
そ

の
説
も
一
応
の
説
得
力
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
問
題
は
そ
の
章
節
の
移
動
に
あ
る
。
先
に
表
に
示
し
た
各
テ
キ
ス
ト
の
配
列
に
見

る
ご
と
く
、
修
庵
ほ
ど
徹
底
的
な
章
節
の
移
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
思
考
の
綿
密
さ
や
発
想
力
は
驚
き
に
値
す
る
が
、
惜
し

む
ら
く
は
そ
の
改
変
に
は
、
そ
う
す
れ
ば
『
大
学
』
一
篇
が
首
尾
一
貫
し
た
も
の
と
し
て
解
釈
で
き
る
と
修
庵
が
考
え
た
、
と
い
う
こ
と
以

外
、
何
ら
蓋
然
的
な
根
拠
が
な
い
の
で
あ
る
。
朱
子
学
に
粉
飾
さ
れ
た
「
大
学
」
を
本
来
の
姿
に
戻
す
と
い
う
学
的
営
為
は
、
思
想
史
上
高

く
評
価
さ
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
古
文
献
と
の
比
較
検
討
と
い
っ
た
手
順
も
経
な
い
ま
ま
、
自
分
一
個
の
見
解
に
よ
っ
て
、

一
篇
の
首
尾
を
合
理
的
に
解
釈
す
る
た
め
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
の
移
動
を
行
っ
て
改
定
版
を
仕
立
て
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
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仁
斎
に
強
い
影
響
を
う
け
つ
つ
仁
斎
を
鋭
く
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
学
問
を
形
成
し
た
荻
生
祖
侠
は
、
こ
う
し
た
「
大
学
」
注

（
Ｍ
）

釈
史
に
お
け
る
ジ
レ
ン
マ
を
脱
す
べ
く
、
一
切
の
改
変
を
行
わ
ず
「
礼
記
」
中
の
古
『
大
学
」
に
基
き
、
「
大
学
解
」
を
著
し
た
。
そ
の
序
文

修
庵
は
こ
れ
を
い
ま
だ
不
十
分
と
み
て
、
徹
底
し
た
章
節
の
移
動
を
行
っ
た
。
こ
れ
で
は
彼
ら
が
批
判
し
た
程
・
朱
の
説
と
較
べ
て
、
そ

の
窓
意
性
と
い
う
点
に
お
い
て
余
り
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。

『
大
学
』
の
言
た
る
、
記
な
り
。
経
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
伝
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
体
裁
殊
な
れ
ば
な
り
。
古
の
、
言
を
著
し
て
以
て
人
に

教
ゆ
る
、
人
我
に
求
む
る
も
の
な
り
。
故
に
そ
の
こ
れ
を
言
ふ
に
、
思
ひ
て
得
し
む
る
な
り
。
孟
子
よ
り
し
て
後
、
我
人
に
求
む

る
も
の
な
り
。
故
に
そ
の
こ
れ
を
言
ふ
に
尽
く
す
こ
と
を
務
む
。
（
中
略
）
宜
な
る
か
な
、
朱
喜
の
古
文
辞
を
読
む
こ
と
能
は
ざ
る
や
。

故
に
朱
喜
の
解
、
密
な
る
が
ご
と
し
と
錐
も
、
古
あ
る
こ
と
な
し
。
（
中
略
）
朱
喜
、
『
章
句
』
を
作
り
て
、
終
に
人
意
に
様
ら
ず
。
後
世

そ
の
言
を
奉
ず
る
者
、
猶
ほ
且
つ
澳
焉
と
し
て
以
て
叛
し
、
近
歳
に
至
る
。
廼
ち
又
た
そ
の
是
に
非
ざ
る
を
弁
ず
る
に
因
り
、
遂
に
古

『
大
学
」
を
併
せ
て
廃
す
る
も
の
あ
り
。
亦
た
孔
門
の
罪
人
な
り
。
不
信
催
る
。
抑
ち
古
義
に
本
づ
き
、
こ
れ
を
古
言
に
稽
へ
、
謹
ん

で
戴
氏
伝
ふ
る
と
こ
ろ
の
古
『
大
学
」
の
文
に
遵
ひ
て
、
こ
れ
が
解
を
為
す
。

こ
こ
に
柤
侠
学
が
仁
斎
学
か
ら
踏
み
出
し
た
大
き
な
一
歩
が
あ
る
。
同
じ
く
原
典
に
即
し
た
経
書
の
解
釈
を
標
傍
し
な
が
ら
、
両
者
間
に

こ
の
相
違
が
あ
る
の
は
、
仁
斎
が
古
典
世
界
の
解
釈
を
通
し
て
「
人
倫
日
用
の
道
」
を
直
哺
的
に
説
い
た
の
に
対
し
、
祖
侠
は
そ
の
方
法
に

限
界
を
感
じ
、
博
く
「
六
経
」
に
渉
り
古
代
社
会
の
枠
組
み
を
見
渡
し
て
「
道
」
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
現
場
を
隠
哺
的
に
説
い
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
両
者
は
宋
学
と
は
立
場
を
異
に
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の
「
道
学
」
で
あ
り
、
且
つ
祖
棟
学
は
文
献
学
的
方
法
論

に
次
の
よ
う
に
言
う
。

の
上
で
や
や
評
価
で
き
る
と
言
え
る
。

五
、
修
庵
の
学
問
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懐
徳
堂
の
初
代
学
主
と
な
っ
た
大
坂
の
儒
者
三
宅
石
庵
に
対
し
て
は
、
修
庵
の
次
の
よ
う
な
評
言
が
知
ら
れ
て
い
る
。
石
庵
と
修
庵
の
交

渉
を
裏
付
け
る
資
料
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
が
、
艮
山
門
の
同
窓
で
『
師
説
筆
記
』
を
残
し
た
大
坂
の
儒
医
加
藤
暢
庵
は
石
庵
門
で
あ
り
、

三
輪
執
斎
と
石
庵
の
交
流
も
知
ら
れ
て
い
る
。

三
宅
碩
庵
ノ
学
問
ハ
、
俗
間
ニ
ヌ
エ
（
ぬ
ゑ
）
学
問
卜
云
ヘ
リ
。
其
言
二
云
ク
。
頭
ハ
朱
子
、
尾
ハ
陽
明
、
其
鳴
ク
声
仁
斎
二
似
タ
リ
。

象
山
ノ
ァ
タ
リ
ヲ
カ
ヶ
マ
ハ
ル
、
卜
香
川
太
仲
ノ
語
リ
ケ
ル
ナ
リ
。（

胴
）

こ
の
記
事
は
讓
園
派
に
属
す
る
漢
詩
人
湯
浅
常
山
が
、
著
書
「
文
会
雑
記
」
の
中
で
、
服
部
南
郭
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
書
き
留
め
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
修
庵
と
南
郭
の
交
渉
や
こ
れ
が
語
ら
れ
た
状
況
は
不
明
だ
が
、
三
宅
石
庵
の
折
衷
学
的
学
風
に
対
す
る
批
判
的
見
解
は
明
白
に

読
み
と
れ
る
。
こ
れ
も
修
庵
が
仁
斎
学
の
塁
を
守
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

し
か
し
修
庵
が
仁
斎
学
の
影
響
下
に
止
ま
っ
た
こ
と
は
、
決
し
て
否
定
的
な
評
価
を
帰
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
三
本
堂
薬
選
下
編
』
に

附
録
さ
れ
て
い
る
「
養
庵
後
藤
先
生
の
七
十
を
寿
す
る
序
」
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

お
く

私
か
に
自
ら
こ
れ
を
思
ふ
。
聖
人
い
ま
だ
嘗
て
医
を
知
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
故
に
「
康
子
、
薬
を
霞
る
。
拝
し
て
こ
れ
を
受
く
。
日
は

く
、
丘
い
ま
だ
達
せ
ず
。
敢
へ
て
嘗
め
ず
」
（
『
論
語
』
郷
党
篇
）
と
。
此
れ
聖
人
自
ら
試
み
知
る
と
こ
ろ
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
敢
へ
て
漫

修
庵
の
学
問
は
そ
の
骨
格
に
お
い
て
遂
に
仁
斎
学
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
藤
艮
山
門
の
後
輩
山
脇
東
洋
が
、
延

享
年
間
（
一
七
四
四
’
四
七
）
、
四
十
歳
を
迎
え
た
頃
か
ら
、
萩
藩
儒
山
県
周
南
門
下
の
人
々
の
誘
披
に
よ
り
祖
棟
の
著
作
に
親
炎
し
、
彼
の
古

方
医
学
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
修
庵
が
周
南
や
そ
の
高
弟
滝
鶴
台
と
相
知
る
延
享
の
頃
、
彼
は
す
で
に
六
十
歳
に
達
し
て
お
り
、

学
問
的
な
影
響
は
う
け
る
に
到
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

そ
の
ほ
か
修
庵
が
交
わ
っ
た
儒
者
に
三
輪
執
斎
が
い
る
。
両
人
の
交
渉
に
関
す
る
資
料
が
乏
し
い
た
め
、
詳
し
い
こ
と
は
解
ら
な
い
が
、

佐
藤
直
方
に
崎
門
派
朱
子
学
を
学
び
、
後
に
独
力
で
陽
明
学
を
修
め
た
執
斎
の
学
風
か
ら
み
て
、
修
庵
が
古
方
医
学
に
関
す
る
知
見
を
得
ら

れ
た
と
は
想
像
し
に
く
い
。
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孟
子
の
日
は
く
、
「
猶
ほ
七
年
の
病
に
三
年
の
文
を
求
む
る
が
ご
と
き
な
り
。
筍
も
畜
へ
ざ
ら
し
め
ば
、
身
を
終
ふ
る
ま
で
得
ず
」
（
「
孟

子
」
離
嬰
上
篇
）
と
。
又
た
望
二
を
引
き
て
日
は
く
、
「
若
し
薬
、
瞑
眩
せ
ざ
れ
ば
、
其
の
疾
、
瘻
え
ず
」
（
滕
文
公
上
篇
）
と
。
此
れ
非

時
に
病
有
り
て
治
を
施
す
の
法
、
医
の
権
道
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

こ
れ
は
『
論
語
」
に
説
か
れ
た
「
易
知
易
行
、
平
生
親
切
」
な
人
倫
日
用
の
道
を
こ
そ
「
万
世
不
易
天
下
極
至
之
理
」
（
「
童
子
問
」
）
と
す
る

伊
藤
仁
斎
の
儒
学
説
を
そ
の
ま
ま
医
学
に
敷
術
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
日
常
性
の
中
に
至
理
を
見
出
す
と
い
う
姿
勢
が
、
親
試
実
験
に
基

く
創
見
に
富
む
医
薬
書
を
生
み
出
し
、
修
庵
の
学
問
を
幅
の
広
い
も
の
に
し
た
背
景
と
な
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
が
仁
斎
学
か
ら
い
か

に
豊
穣
な
も
の
を
得
た
か
は
言
を
俟
た
な
い
。

ま
た
「
自
我
作
古
」
と
い
う
修
庵
の
言
葉
は
、
彼
の
門
人
の
あ
い
だ
で
さ
え
傲
慢
と
受
け
と
め
ら
れ
た
ほ
ど
の
殼
誉
褒
艇
の
わ
か
れ
る
考

え
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
祖
型
は
仁
斎
に
あ
る
よ
う
だ
。
『
童
子
問
」
巻
下
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
孔
子
が
堯
・
舜
に
賢
る
、
と
の
所
論

を
う
け
て
、
童
子
が
「
夫
子
既
に
堯
・
舜
に
賢
れ
る
と
き
は
、
則
ち
実
ぞ
自
ら
之
を
作
せ
ず
し
て
、
而
し
て
之
を
祖
述
す
る
や
」
と
問
う
た

を
う
け
て
、
童
↓

の
に
こ
た
え
て
、

り
に
卿
ち
他
人
の
薬
を
服
せ
ず
、
と
な
り
。
慎
し
み
の
至
り
な
り
。
故
に
「
語
』
に
云
ふ
、
「
子
の
慎
し
む
と
こ
ろ
は
斉
・
戦
・
疾
」
（
述

し

而
篇
）
と
。
「
語
」
に
又
た
日
は
く
、
「
食
は
精
を
厭
は
ず
。
膳
は
細
を
厭
は
ず
。
食
の
鱈
し
て
鯛
せ
る
・
魚
の
酸
し
て
肉
の
敗
れ
た
る
は

食
は
ず
。
臭
の
悪
し
き
は
食
は
ず
。
註
を
失
ふ
は
食
は
ず
。
時
な
ら
ざ
る
は
食
は
ず
。
そ
の
醤
を
得
ざ
れ
ば
食
は
ず
。
肉
多
し
と
雛
も

食
の
気
に
勝
た
し
め
ず
。
沽
酒
・
市
鯆
は
食
は
ず
。
薑
を
撤
せ
ず
食
へ
ど
も
、
多
く
は
食
は
ず
。
」
「
君
、
腱
を
賜
へ
ば
必
ず
熱
し
て
こ

れ
を
薦
む
・
」
「
必
ず
寝
衣
有
り
。
長
一
身
有
半
。
狐
絡
の
厚
き
、
以
て
居
る
」
（
郷
党
篇
）
と
。
此
れ
平
常
生
を
保
ひ
身
を
修
む
る
の
方
、

れ
を
薦
む
・
」
「
必
ず
寝
衣
有
胴

医
の
王
道
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

夫
子
高
く
天
下
の
上
に
出
づ
る
の
明
を
以
て
、
能
く
天
下
の
観
ざ
る
所
を
燭
し
、
洞
ら
か
に
古
今
を
照
し
、
群
聖
を
歴
選
す
。
其
の
中

た
と

庸
の
極
に
造
っ
て
万
世
の
標
準
た
る
べ
き
も
の
は
、
唯
だ
堯
舜
の
み
。
是
れ
其
の
之
を
祖
述
す
る
所
以
な
り
。
籍
令
ひ
堯
舜
に
非
ず
と
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も
、
若
し
能
く
中
庸
の
極
に
造
っ
て
以
て
万
世
に
師
表
た
る
に
足
れ
る
者
有
ら
ば
、
夫
子
亦
た
必
ず
之
を
祖
述
せ
ん
。
何
ぞ
必
ず
し
も

い
は

堯
舜
の
み
な
ら
ん
や
。
謂
ゅ
る
文
・
武
を
憲
章
す
と
い
ふ
者
も
、
亦
た
是
な
り
。
憲
章
と
は
、
顕
ら
か
に
之
を
表
章
す
る
な
り
。
亦
た

祖
述
の
謂
、
夫
れ
其
の
意
に
非
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
亦
た
之
を
祖
述
せ
ず
。
其
の
意
に
非
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
亦
た
之
を
憲
章
せ
ず
。

（
中
略
）
其
の
伏
犠
・
神
農
・
黄
帝
を
取
ら
ず
、
又
た
少
昊
・
領
頌
・
高
辛
を
列
せ
ず
、
独
り
堯
・
舜
を
祖
述
す
。
是
れ
夫
子
の
独
り
す

る
所
に
し
て
、
堯
舜
と
錐
も
亦
た
及
ば
ざ
る
所
な
り
。
故
に
堯
舜
を
祖
述
す
る
者
は
、
是
れ
其
の
堯
舜
に
賢
れ
る
所
以
な
り
。
子
曰
く
、

な

「
述
べ
て
作
せ
ず
」
と
。
又
曰
く
、
「
信
じ
て
古
を
好
む
」
と
。
夫
れ
夫
子
の
大
聖
を
以
て
し
て
、
卒
に
我
よ
り
古
を
作
さ
ず
。
是
れ
孔

子
の
本
心
に
し
て
、
学
問
の
極
則
な
り
。
（
第
五
十
一
章
）

祖
述
す
る
、
と
い
っ
て
も
た
だ
無
批
判
に
受
容
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
自
分
の
見
識
に
原
づ
い
た
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
祖
述
者
は
被
祖
述
者
た
る
先
人
よ
り
も
一
段
上
位
に
あ
る
と
い
う
、
儒
者
の
見
解
が
尚
古
思
想
を
通
例
と
す
る
中
で
、
珍
し

い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
修
庵
の
「
自
我
作
古
」
は
恐
ら
く
こ
の
主
張
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

（
船
）

江
戸
の
田
辺
南
甫
な
る
医
者
と
の
往
復
書
簡
の
中
で
、
修
庵
が
当
時
通
行
の
「
五
行
六
経
」
は
漢
代
に
盛
行
し
宋
代
に
補
強
さ
れ
た
後
代

の
邪
説
で
あ
り
、
「
書
経
」
に
説
く
「
五
行
運
気
」
と
は
内
容
を
異
に
す
る
と
論
じ
た
の
に
対
し
、
田
辺
南
甫
が
反
論
し
て
「
書
経
』
の
信
葱

性
を
問
題
に
し
た
と
こ
ろ
、
修
庵
は
次
の
よ
う
に
応
じ
た
。

鎮
椰
、
嶬
鼻
の
峡
有
り
と
錐
も
、
鉛
刀
と
日
を
同
じ
う
し
て
語
る
べ
か
ら
ざ
る
は
固
よ
り
な
り
。
豈
に
三
日
」
と
「
素
』
『
霊
」
と
を
比

し
て
こ
れ
を
論
ず
べ
け
ん
や
。
甚
だ
不
類
に
属
す
。

修
庵
に
は
元
来
、
こ
の
よ
う
に
儒
耆
を
医
書
よ
り
上
位
に
置
く
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
本
当
は
、
「
素
問
」
『
霊
枢
」
が
孔
子
の
取
捨
撰
択
を

経
て
廃
細
ま
た
は
是
正
さ
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
と
思
っ
て
い
る
。
無
論
、
孔
子
よ
り
「
素
』
壽
垂
の
成
立
は
後
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ

は
望
め
な
い
。
そ
こ
で
こ
う
嘆
じ
て
い
る
。

あ
あ
、
不
幸
に
し
て
『
素
』
「
霊
」
を
し
て
聖
人
の
前
に
出
さ
ず
し
て
、
聖
人
の
た
め
に
正
さ
れ
ず
、
又
た
聖
人
の
後
に
出
し
て
、
聖
人
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の
た
め
に
瓢
け
ら
れ
ざ
ら
し
む
、
惜
し
む
べ
し
と
為
す
の
み
。

止
む
を
得
な
い
の
で
、
『
論
語
』
「
孟
子
』
の
熟
読
を
通
し
て
「
孔
孟
の
血
脈
」
を
体
認
し
、
そ
れ
を
判
断
規
準
と
し
て
敢
え
て
自
ら
取
捨

撰
択
す
る
。
こ
れ
が
修
庵
の
「
自
我
作
古
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
も
窓
意
性
の
回
避
を
保
証
す
る
も
の
は
、

真
理
を
希
求
す
る
誠
実
さ
の
ほ
か
何
も
な
い
。
方
法
的
限
界
は
あ
る
。

し
か
し
江
戸
前
期
に
お
け
る
伊
藤
仁
斎
の
朱
子
学
批
判
は
思
想
史
上
、
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
そ
れ
を
仁
斎
は
師
承
に
よ
ら
ず
独
学

で
成
し
遂
げ
た
。
「
孔
孟
の
祖
述
者
」
と
い
う
仁
斎
の
自
尊
の
高
さ
も
そ
こ
に
由
来
す
る
。
そ
の
仁
斎
に
学
び
、
仁
斎
学
を
医
学
の
分
野
に
お

い
て
十
分
に
応
用
し
よ
う
と
し
た
修
庵
の
学
問
も
ま
た
、
古
今
独
往
と
い
っ
た
色
合
い
を
帯
び
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
、
理
解
で
き
る
と

説
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

香
川
修
庵
の
『
大
学
」
解
釈
は
、
師
伊
藤
仁
斎
の
学
説
を
敷
術
し
て
、
さ
ら
に
徹
底
し
た
章
節
の
移
動
を
行
っ
て
、
一
篇
の
首
尾
を
一
貫

さ
せ
よ
う
と
し
た
著
作
で
あ
り
、
朱
子
学
流
の
原
典
を
離
れ
た
思
弁
的
な
解
釈
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
一
定
の
意
義
を
有
し
つ
つ
も
、
古

文
献
に
対
す
る
研
究
の
態
度
と
し
て
は
窓
意
的
な
側
面
を
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
窓
意
的
傾
向
は
「
自
我
作
古
」
と
い
う
そ
の
独
特
の
医
学

し
か
し
こ
れ
は
十
七
世
紀
後
半
に
興
っ
た
、
儒
学
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
化
傾
向
と
い
う
一
連
の
動
き
の
中
で
、
理
解
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
当
時
、
朱
子
学
は
中
世
以
来
の
受
容
の
歴
史
を
も
ち
、
政
治
権
力
か
ら
も
支
持
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
教
条
的
な
意
義
を
有
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
藤
仁
斎
は
、
朱
子
学
に
対
す
る
批
判
を
、
独
力
で
首
唱
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
修
庵
が
仁
斎
の
学
問
に
深
い
影
響
を

う
け
て
、
そ
れ
を
医
学
の
分
野
に
応
用
し
て
独
自
の
学
問
を
樹
立
し
た
こ
と
は
、
近
世
思
想
史
の
上
で
高
い
意
義
を
有
す
る
も
の
と
言
え
る
。

こ
ろ
で
あ
る
、

六
、
ま
と
め
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（
皿
）

（
昭
）

（
５
）
森
銑
三
「
上
田
秋
成
雑
記
」
『
上
方
」
昭
和
九
年
九
月
号
、
の
ち
「
森
銑
三
著
作
集
」
巻
二
所
収
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
。

（
６
）
中
村
幸
彦
「
古
義
堂
の
小
説
家
達
」
『
国
語
国
文
」
一
二
巻
一
号
、
一
九
五
一
年
十
二
月
。
「
都
賀
庭
鐘
伝
孜
」
『
国
語
国
文
』
二
二
巻
四
号
、

一
九
五
三
年
四
月
。
の
ち
『
中
村
幸
彦
著
作
集
」
巻
七
・
十
一
所
収
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
・
一
九
八
二
年
。

（
７
）
二
松
学
舎
大
学
図
書
館
所
蔵
、
写
本
一
冊
。

（
８
）
富
士
川
瀞
等
編
修
「
杏
林
叢
書
」
第
四
輯
所
収
、
吐
鳳
堂
書
店
、
一
九
二
四
年
。
思
文
閣
出
版
復
刊
、
一
九
七
一
年
。

（
９
）
「
古
学
先
生
詩
文
集
」
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
刊
。
『
近
世
儒
学
文
集
集
成
１
』
影
印
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
。

（
叩
）
吉
川
幸
次
郎
。
清
水
茂
、
日
本
思
想
大
系
調
「
伊
藤
仁
斎
・
伊
藤
東
涯
」
所
収
「
仁
斎
東
涯
学
案
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
。

（
皿
）
源
了
円
「
徳
川
思
想
小
史
』
、
中
公
新
書
池
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
。

（
吃
）
伊
藤
仁
斎
の
著
書
に
関
し
て
は
、
伊
藤
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
た
資
料
群
・
古
義
堂
文
庫
が
、
天
理
図
書
館
に
ほ
ぼ
完
全
な
か
た
ち
で
伝
存
し
、

そ
の
中
に
多
数
の
稿
本
が
存
在
し
て
い
る
。
仁
斎
に
言
及
す
る
際
に
は
こ
の
資
料
に
拠
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
今
回
は
そ
の
暇
な
く
、

「
大
学
定
本
」
は
関
儀
一
郎
編
「
日
本
名
家
四
書
注
釈
全
書
」
（
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
二
三
年
）
に
、
「
語
孟
字
義
」
は
清
水
茂
校
注
「
伊
藤

仁
斎
・
伊
藤
東
涯
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
に
、
『
童
子
問
」
は
日
本
古
典
文
学
大
系
Ｗ
『
近
世
思
想
家
文
集
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）

（
１
）
山
田
光
胤
「
江
戸
時
代
の
精
神
病
学
に
お
け
る
一
本
堂
ｌ
「
行
余
医
言
』
巻
五
ｌ
」
冒
本
医
史
学
雑
誌
二
六
巻
三
号
、
一
九
七
○
年
三
月
。

（
２
）
大
塚
恭
男
「
艮
山
と
東
洋
と
修
庵
と
ｌ
『
東
洋
洛
語
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
「
漢
方
の
臨
床
』
一
九
巻
一
二
号
、
一
九
七
二
年
十
二
月
．

（
３
）
竜
野
一
雄
「
薬
選
・
非
薬
選
」
『
漢
方
と
漢
薬
』
九
巻
七
・
八
・
九
号
、
一
九
四
二
年
。

（
４
）
難
波
恒
雄
「
香
川
修
庵
の
こ
と
ど
も
」
お
よ
び
「
資
料
集
」
。
漢
方
文
献
刊
行
会
・
漢
方
文
献
叢
書
第
五
輯
宣
本
堂
薬
選
・
附
非
薬
選
」
、

文
献
お
よ
び
注

高
島
堂
浅
野
正
義
氏
所
蔵
の
修
庵
自
筆
尺
磧
に
よ
る
。
拙
槁
「
香
川
修
庵
・
南
洋
の
遺
墨
解
説
」
『
漢
方
の
臨
床
」
四
四
巻
七
号
（
一
九
九
七

年
七
月
）
に
書
影
・
翻
刻
・
注
釈
が
あ
る
。

関
儀
一
郎
編
『
日
本
名
家
四
書
注
釈
全
書
・
学
庸
部
一
」
、
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
二
三
年
。

に
よ
っ
た

一
九
七
六
年
。
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（
略
）
「
日
本
随
筆
大
成
」
初
編
第
七
巻
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
二
六
年
。

（
妬
）
「
一
本
堂
薬
選
下
編
』
「
附
録
」
所
収
。

（
北
里
研
究
所
・
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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4GJu''儒Definedin､6Jui-Ippon''「儒医一本」byShu-anKagawa香川修庵

MainlyFocusingonDaigaku-so「大学叢」

因
巳

bySenjuroMACHI

Interpretationof#6Daigaku''byShu-anKagawaisbasedonthetheoryestablishedbyhismaster,

Jinsailtoh.HoweverShu-anmadeathoroughtransferoftheparagraphsofthe@@Daigaku"tomakeit

consistent.Itissufficientlysignificantasacriticismmadeagainstthespeculativeinterpretationapart

fromtheoriginalConfuciantext・Butatthesametimewecannotdenythefactthathemadehisresearch

andstudyofclassicliteratureinamannerwhichisratherarbitrary.Thistendencyisalsofoundinhis

uniquemedicaldoctrine,$@Icreateclassicmedicinebvmvself".

However,hisdoctrineshouldbeunderstood,payingattentiontotheseriesofthemovementsbywhich

ConfucianismwasJapanizedi'1thelatterhalfofthel7thcentury.Historically,Shushigakucametobe

widelyacceptedinJapanintheMiddleAges,supportedbythepeoplewithpoliticalpower,anditwas

almostacknowledgedasadogma.JinsailtohwastheonewhocriticizedShushigakuallbyhimself.

Shu-an,deeplyaffectedbyhismaster,establishedhisowntheory,applyingthecriticismtothemedical

field・Inthissensehistheoryisquitesignificantinthehistoryofmodernthought.

一
国
ト
）


